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A. 研究目的 

海外でのカニクイザルの需給動向に関する

情報を収集し、国内で必要な対策の検討の参考

材料とする。 

 

B. 研究方法 

本調査は、「Ⅰ．マスメディア及び文献等を

通じた国際状況の確認」、「Ⅱ．遺伝資源の利用

から生じた利益の公正で衡平な配分（Access to 
genetic resources and Benefit Sharing：ABS）

専門家及び日本製薬工業協会 CBD-ABS タス

クフォースへのヒアリング調査」の 2 部構成と

なる。 

「Ⅰ．マスメディア及び文献等を通じた国際

状況の確認」については 2020 年以降の報道情

報もしくは文献を調査した。 

「Ⅱ．遺伝資源の利用から生じた利益の公正

で衡平な配分（Access to genetic resources and 
Benefit Sharing：ABS）専門家及び日本製薬工

業協会CBD-ABSタスクフォースチームへのヒ

研究要旨 

海外でのカニクイザルの入手や生産の状況について把握するため、国内外の報道や文献

の情報を収集した。また、遺伝資源の利用から生じた利益の公正で衡平な配分（Access to 

genetic resources and Benefit Sharing：ABS）の観点から、海外遺伝資源としてのカニ

クイザルを輸入する際の留意点を専門家へのヒアリングによって収集した。 

米国においては、本邦と同様に中国からの輸入が停止により、カニクイザルの価格の急

騰、供給不足を指摘する報道がなされていた。そのほか、カンボジアから野生のカニクイ

ザルが不正に輸出され、米国において輸入が禁止される事件が発生したことも報道されて

いた。米国においてもサルの入手に関して課題が生じていたことが明らかになった。これ

らの報道より、米国のほかヨーロッパにおいても利用が困難となっていると推察された。

このようなカニクイザルの課題に対し、米国及び韓国などでは自国内での繁殖を強化する

動きが見られた。本邦においても国内繁殖施設の整備や管理体制の向上が必要と考えられ

た。 
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アリング調査」は、2023年 9 月 28日に国立遺

伝学研究所産学連携・知的財産室室長 ABS学術

対策チーム 鈴木睦昭氏を招き、ABS について

の勉強会及びヒアリングを実施した。さらに日

本製薬工業協会 CBD-ABS タスクフォースに

ヒアリングを実施した。 
 

（倫理面への配慮） 

調査協力者に対して、調査の冒頭において「ア

ンケートの調査結果及びヒアリングで得られ

た情報に関して、「匿名」で集計し、「公正な研

究活動のための東北大学行動規範」により適切

に管理すること、さらに本調査が令和 5年度厚

生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科

学特別研究事業）の一環として実施しているこ

とを説明した。 

 
C. 研究結果 
I．マスメディア及び文献等を通じた国際状況

の確認 
調査した主要な報道・文献等に挙げた。詳細

は各紙面・HPを参照。 

2023年 5 月の日経新聞報道 1)で、米国で実験

用のカニクイザルやアカゲザルの価格急騰が

報道され、米国の製薬会社の新薬開発に遅れが

生じる可能性が指摘された 1)。また、中国から

のカニクイザルの輸入が停止されたことに伴

い、他のカニクイザル輸出国からの調達が増加

したが、2022 年 11 月にはカンボジアから、繁

殖させた個体と偽って、野生のカニクイザルを

米国に輸出していたことが明らかになった 2)。

この件をうけアメリカでは輸入が禁止された

との報道がなされた 2)。報道では、これらの価

格急騰や供給不足が米国の新薬開発や研究に

影響を与える可能性があるとされているが、米

国大手製薬業者は既に莫大な費用を用いカニ

クイザルの大量確保を実施しているとの情報

もある。同様のことが、Financial Times の記

事 9)でも伝えられた。 

世界最大のカニクイザルの利用国は、米国で

あり、輸入数は約 30,000 頭とされた。また、

国内コロニーで繁殖体制が完成したと思われ

ていた中国が、2018年から日本を上回る規模で

輸入を再開していることが公表されている。主

要な各国におけるカニクイザル輸入元及び数

としては、中国はインドネシアとカンボジアか

ら計 4,500頭、スペインはモーリシャスとベト

ナムからあわせて約 4,000 頭（2019 年までは

1,000~2,000頭だったものが 2020 年には 3,000

頭強、2021 年には 4,000 頭と増加）、フランス

はモーリシャスとベトナムから計 1,300頭、イ

ギリスはスペインから 1,000頭、その他にモー

リシャスとベトナムから 1,000頭強を輸入して

いる。韓国はカンボジアとベトナムからあわせ

て約 1,000頭、またコロンビアから 250頭輸入

した記録もある（輸出記録なし）。米国はイン

ドネシア、カンボジア、モーリシャス、フィリ

ピン、ベトナム、日本（中継地と考えられた）

からあわせて約 32,000 頭を輸入しており、そ

の半分以上がカンボジア、次いでモーリシャス

から 10,000 頭弱、ベトナムから 2,000 頭強で

あった 3,4)。また 2010 年第後半の価格は 1 頭あ

たり 2,500～3,000US ドルであった 5)、米国にお

いては、2023年には 1 匹あたりの平均価格は約

60,000ドル（約810万円）との報道があった 1)。 

モーリシャスにはアジアから持ち込まれたカ

ニクイザルが繁殖しており、現在 25,000～

35,000 頭の野生のカニクイザルが確認されて

いる 6)。 

カンボジアについては、2022 年 11 月にはカン

ボジアからの大規模な密輸（不正輸出）が報道

され、カンボジアからの輸入が停止、また過去

に遡って調査する事態に発展している 7, 8)。 

米国、韓国では自国内での繁殖を強化する動

きが伺えた。米国のカニクイザルの繁殖は 2018

年以降になってようやく開始され、Wisconsin 
NPRCにおいて年間100頭が記録されたところ

である。「研究に必要な供給体制はまだ先にな
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る」との見通しが示されている 13,20 )。 
 

II．遺伝資源の利用から生じた利益の公正で衡

平な配分（Access to genetic resources and 
Benefit Sharing：ABS）専門家及び日本製薬

工業協会 CBD-ABS タスクフォースへのヒア

リング調査 
2023 年 9 月 28 日に「ABS の基本と海外遺

伝資源を利用するときの留意点」として国立遺

伝学研究所産学連携・知的財産室室長 ABS 学

術対策チーム 鈴木睦昭氏にご講演をいただ

き、意見交換を実施した。学術研究による遺伝

資源の手続き未実施により研究論文が撤回さ

れた事例や製薬企業においてもニチニチソウ

由来の vincristine and vinblastine 開発におい

て ABS により利益配分が求められるという事

例が挙げられ、遺伝資源に対する留意事項が挙

げられた。 
鈴木睦昭氏による講演を受け、日本製薬工業

協会 CBD-ABS タスクフォースに、平成 29年
5 月 18 日付けで公布された生物の多様性に関

する条約の遺伝資源の取得の機会及びその利

用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分に関

する名古屋議定書について、ヒアリングを実施

した。名古屋議定書においては、「遺伝資源の

取得の機会及びその利用から生ずる利益の公

正かつ衡平な配分に関する指針の施行につい

て（通知）」が、平成 29 年 5 月 18 日に発出さ

れており、その記「第 3 指針の適用範囲につ

いて」の「2．議定書適用外遺伝資源利用、(2) - 
②ニ項において「検定、比較、遺伝子複製等の

ための生物の使用又は安全性試験等のための 
実験動物等の使用」として適用外であるとの情

報を得た。 
その後に再度、実施された鈴木睦昭氏との意

見交換によると、「ABSに関しては、例えば日本

においては通知のような、各国における運用指

針に相当する文書が存在する。日本において繁

殖した個体であれば、国内で実験に利用するこ

とは問題ない。しかし、例えばカンボジア産の

野生カニクイザルを捕獲し、日本に輸出するの

であれば、それはカンボジアの法律等に従って

取り扱われる必要がある」とのコメントがなさ

れた。 
 

D. 考察 
各種報道や文献により、米国を含む各国の機

関においてカニクイザルの価格急騰、供給不足

が確認された。さらに中国、スペインでは輸入

数量が増加しており、カニクイザルの需要が大

きくなっていることが確認された。またサル輸

入最大国の米国や韓国においてさえも、自国内

での繁殖を強化する動きが伺えた。 

以上より、カニクイザルの需要拡大、価格高

騰やそれらが原因の一部と考えられる供給不

足は、日本国内だけの課題ではなく、米国や

EU などと共通の課題であることが確認された。

これらの事象は特にパンデミック以降に顕在

化した課題であり、サルの入手に関して、中国、

ベトナム及びカンボジア等の各国からの輸入

に依存するというこれまでの構造的な課題が

露呈したものと考えられた。日本国内において、

カニクイザルの供給の課題を解消するために

は、外国資源のみに頼らずに米国や韓国を参考

に、日本国内においても繁殖施設の整備や管理

体制の向上に取り組む必要があると考えられ

る。特にカンボジアなど、品質問題などが指摘

されている地域からのカニクイザル輸入、利用

に関しては、管理体制の改善と品質管理の徹底

が求められると思われる。 
 
海外の状況が日本に与える影響について 

現在、日本において輸入が実施されていない

モーリシャスを、新たなサル輸入国として認定

することも日本におけるカニクイザル流通を

安定させる方法と考えられた。しかし、モーリ

シャスにおける現在の輸出数は 10,000 頭以上

であることを考えると、繁殖コロニーの規模か
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ら現在の輸出数は不自然であることが想定さ

れる。さらに最近でも本来陰性であるべき結核

陽性個体が含まれており、実験に使えなかった

というようなレポートもあり 21 )、その由来あ

るいは品質に疑義が残るものと考えられる。

モーリシャスからの輸入に関しては更なる実

態の把握が必要である。カンボジアからの大手

CRO 以外の各社で共同輸入を拡大する方法も

考えられる。しかし、大手 CRO の様に、カン

ボジア国内に独自コロニーを有していないた

め、2022 年 11 月にはカンボジアからの大規模

な密輸（不正輸出）と同様のことが生じるリス

クがあり、モーリシャス同様更なる実態の把握

が必要である。  

日本においてサルの輸入が過去最高数を記

録したのは、ベトナムからの輸入が例年と同様

な数量で推移し、カンボジアからの輸入量が

2012 年以降で最大数量を記録していることか

ら、大手 CRO によりカンボジアに繁殖コロ

ニーを有し、輸入ルートが安定しているカンボ

ジアの増産によると考えられた。価格高騰に関

しては特にベトナム由来の CIF 価格の上昇が

顕著であった。その結果、大手 CRO へ委託で

きる大型の開発品目パッケージや開発品目の

少ない、もしくは予算規模の小さい中小の企業

やアカデミアなどに大きな影響を及ぼしたも

のと推定される。 
これらの中小の企業やアカデミアなどに、い

かなる状況下においてもカニクイザルが適切

に配分されるためには、CIF 価格等に左右され

ず、品質も安定化できる国内繁殖コロニーの整

備が解決策の 1 つと考えらえた。 
 

E. 結論 
海外においてもカニクイザルの確保が困難

となっている状況が伺えた。また、米国および

韓国では、自国内での繁殖を強化する動きが見

られた。日本においても、海外供給のみに依存

せず、国内においても繁殖施設の整備や管理体

制の向上に取り組む必要があると考えられた。 
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